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研究成果の概要（和文）：東京電力福島第一原子力発電所の事故を契機に九州北部地域に自主避難した母親への
面接調査を行い、母親が自主避難を実行するまでの心理行動プロセスと、自主避難を実行してからの継続プロセ
スを明らかにした。さらに母親の放射性物質へのイメージを整理した。これらの成果から、避難の自己終結にむ
けた支援への示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：Semi -structured interviews were conducted with mothers who had evacuated 
with their children to the northern Kyushu area  after the accident at the Fukushima dai-ichi 
nuclear power station. We clarified the psychological and behavioral processes before and after the 
evacuation. In addition, we have revealed their  radioactive material images. These results suggest 
how to support evacuees who are at the end of self-imposed evacuations .

研究分野： 災害看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現行の放射線被ばく教育では、原子力災害で非常に多くの自主避難が行われることが想定される。放射性物質を
避けるための自主避難が直接的な被ばく影響を上回る危険性は払しょくできず、福島第一の事故で得られた知見
を今後の原子力災害対策に活かす施策と研究の推進が肝要である。
本研究では子育て中の自主避難者に焦点をあて、心理と行動を深く理解した医療専門職の支援について検討し
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2011 年 3 月の東日本大震災に併発した東京電力福島第一原子力発電所（以下、福島
第一原発）の事故では、多くの自主避難者が生じた。特に九州北部地域には家族が離散
している母子避難が多く、母親の心身ストレスや養育への悪影響が懸念されていた。
2012 年「原発事故子ども・被災者支援法（略称）」 が制定され、原発事故に特化した
被災者支援施策の法整備がなされた。しかし、この原発事故を取り巻く課題は混沌を極
めており、法律の基本方針のみならず同法に基づく具体的な支援施策も制定されていな
い。 
福島県避難指示区域からの避難者と比較して自主避難者は、その帰還や移住のタイミン
グや決断を自らの意思で決定することができる。しかしながら多くの自主避難者が、帰
還や移住の決断が行えず、自主避難を継続していたことが報告されていた。特に放射線
感受性が高い子どもの母親への支援が重要課題であった。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究は、九州北部で自主避難を継続していた母親の社会的背景や心理、行動
を分析し、母親が自らの意思で避難生活を終結する支援のあり方を提言する。 
 
３．研究の方法 

九州北部の自主避難者のうち、福島第一原発事故当時に乳幼児を養育していた母親を
対象とした面接調査を実施した。面接内容は福島第一原発の事故前後における自身の変
化や避難先地域での思いや出来事等とし、内容分析、複線径路等至性アプローチ
（Trajectory Equifinality Approach 以下、TEA）、修正版グラウンデッド・セオリー・アプ
ローチ（Modified Grounded Theory Approach：以下，M-GTA）で解析した。  
 
４．研究成果 

32 名からの協力を得た。避難元は福島県のほか、茨城、東京、千葉などであり、面
接当時 13名が母子避難、そして 18 名が母子避難経験者であった。 
 
(1)自主避難を実行するまでのプロセス 
 TEA での分析を行い、母親が自主避難を実行するまでの心理行動プロセスを社会的
な出来事を踏まえて明らかにした。母親は避難元生活の中で〔子どもを被ばくさせた罪
悪感〕に苛まれていた。そして自主避難を実行する際には【築きあげた生活や人間関係
を捨てる覚悟】を行っていた。 
 
（2）自主避難を継続するプロセス 
 母子避難に焦点をあて、M-GTA で母子避難の継続プロセスを明らかにした。母親は、
【被災者として避難先地域に馴染み】ながら、避難生活の中で【健康影響リスク回避の
実感】と【心地よい人間関係を構築】していた。そして【母子避難という選択への納得】
を行っていた。 
 
（3）母親の放射性物質へのイメージ 

母親の放射性物質へのイメージを内容分析で整理した。母親のイメージは総じてネガ
ティブであり、一部には科学的な知見と乖離したイメージも確認された。 
 
５.総括 
 自主避難の概念が、避難指示地域の解除に伴い多様化している。本研究においては母
親の認知で避難継続の有無を判断したが、万が一の原子力災害に備えて、法整備と放射
線健康影響やリスクトレートレード等の理解の推進が肝要である。 
 本成果を総括すると、自主避難者が避難生活を終結する際のポイントは、自主避難者
の価値観を尊重して理解することである。福島第一原発の事故で放出された物質からの
直接的な健康影響は、遺伝的な影響含めて考えにくいとされている。しかしながら自主
避難という選択を否定することなく、母親の自己決定を尊重することが極めて重要であ
る。 
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